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第４学年東組 算数科学習指導案

「どんな数でも同じように筆算できるのかな ～１けたでわるわり算の筆算～」
学習指導者 好井 佑馬

１ 学級（34名）の実態

（１）共に学びを進め合うことに関する学級の実態

質問紙調査の結果より、算数科の授業で、自分の考えが正しいかを確かめていると答えた子供は28名

であった。しかしながら、実際の授業では、自分の考えに納得してしまい、その考えが本当に正しいかど

うかを自分で確かめる様相はあまり見られない。また、自分の考えが正しいかを確かめていても、その正

確性には課題が見られる。さらに、自分の考えを進んで友達と確かめていない子供が４名いる。

（２）本単元の学習に関する学級の実態

既習の84÷４の計算の仕方について、84を四つに分けるという除法の意味を理解して、十の位と一の位

を分けて、80は10が８個だから８÷４などと、数のまとまりを意識して説明できた子供は15名であった。

除法の筆算の仕方については、17名の子供が知っていると答えており、理解が進んでいる子供とそうでな

い子供が二極化していることが分かる。

２ 本単元で習得を目指す「解決する」方法

自分の考えが正しいかを確かめる

３ 本単元で目指す共に学びを進め合う子供の姿

２桁÷１桁の整数の除法の計算や筆算の仕方について、「69÷３はできたけど、72÷３はどうやって計

算したらいいのかな」「たし算やひき算、かけ算の筆算の仕方は分かったけど、割り算の筆算はどうやる

のかな」「数が大きくなっても、同じように筆算できるのかな」などと、明らかにしたことの条件を変え

ながら、問題を発見し、まだ分かっていないことを解決しようと課題を設定する。そして、「大きい数に

なっても、これまでと同じように位で分けて考えると計算できそうだよ」などといったように、除法の計

算や筆算の仕方について解決方法の見通しをもち、一単位時間の中での時間配分を計画する。

解決場面では、数量の関係に着目しながら、除法の計算の仕方を基に、筆算の仕方を考えていく。例え

ば、「76÷３」の筆算の仕方を考える際には、76を三つに分けるという意味を捉え、76÷３の計算の仕方

を基に、76を70と６として、70を10の七つ分と見ることで、７÷３を考え、２を立てて、３に２をかけて、

７から６をひいて、16の６をおろすといった筆算の仕方を考えていくのである。そして、自分の考えが正

しいかどうかを検算するなどして、確かめながら学習を進める。その際、「76÷３＝24余り４だと思うよ。

確かめ算をしてみると、３×24＋４＝76だから、合っている気がする。○○さんはどう思う」「確かに、

確かめ算は合っているけど、余りが４なら、もう１回３をとれるんじゃないかな」「本当だ。割り算では、

できるだけ多くとらないといけないから、余りの大きさは割る数より小さくしないといけなかったね。だ

から、76÷３＝25余り１だね。ありがとう」「確かめ算をしても答えが間違っていることがあるから気を

付けないといけないね。△△さんのおかげで気付けたよ」などと、友達とも関わりながら、自分の考えが

正確であるかを確認し、確かめることのよさを実感していく。

振り返り場面では、「数が大きくなっても、余りがあっても、割り算の筆算では『たてる→かける→ひ

く→おろす』を繰り返すことで計算できた」などというように、除法の筆算の方法を統合的・発展的に捉

える。また、「○○さんが教えてくれたから、自分の間違いに気付けたよ」などと、友達との関わりの中

での学びを振り返り、共有することで、協働して学ぶことの大切さや、自分が友達の学びに貢献できたこ

とを感じていく。
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４ 達成意欲を高める目標共有の工夫 ①時

72÷３の暗算の仕方を理解した後、「数を変えても同じように計算できそうか」と問いかけ、これから

目指したいことを話し合う場を設定する。また、これまでの計算の学習で速く正確に計算するためには、

筆算をするとよかったことを想起できるようにすることで、除法の筆算の仕方を知りたいという思いをも

てるようにする。そうして、「他の数でも同じように暗算や筆算ができるのかを調べ、速く正確に計算で

きるようになる」という単元の目標を設定する。

５ 単元計画と方法の習得の段階に合わせた手立て（本時 ６/９）

次 単元計画 方法の習得の段階に合わせた手立て

① 72÷３の計算の仕方を考えよう 【認知段階】

□÷３の□の中に、24、69、72の内、計算しやすい順に数を入れて、既 本単元までの学習で、自分の

習の除法の計算の仕方を確かめながら、未習の72÷３の計算の仕方を考え、 考えをもった後、「自分の考えが

この場合も位で分けて計算するとよいことを捉える。そして、これからの 正しいかを確かめる」という解

学習で目指したいことを話し合い、単元の目標を設定する。 決する方法を教示している。ま

② 他の数でも同じように暗算できるのか考えよう た、これまでの四則演算の学習

被除数を変えて、前時と同じように計算できるかを考えることを通して、 で、検算の仕方を学んできてい

数の大きさが変わっても同じように計算できることを捉え、暗算の仕方を る。さらに、これまでに友達と

理解する。被除数が大きくなると暗算では、難しくなることから、筆算を 自由に話し合って学習を進める

学ぶ必要感を高める。 経験をしてきており、解決場面

③ 割り算の筆算の仕方を考えよう では、友達と確かめるとより正

72÷３の筆算の仕方の動画を見たり、式を読み取ったりして、前時まで 確な考えになることを学んでき

の考え方との共通点を考え、除法の筆算の仕方を理解する。また、フラン ている。

スの除法の筆算と比較して、共通点や差異点を見付け、日本の筆算は、大

きな位から計算し、商が位をそろえて書かれていることのよさに気付く。 【想起段階】

④ 他の数でも同じように筆算できるか考えよう ①時に全体で「より正確な考

割られる数が２桁の除法の筆算の問題を解決した後、他にどのような場 えにするために、自分の考えが

合が考えられるかを問うことで、余りがある場合やさらに桁数を大きくし できた後はどうするといいかな」

た場合も同じように計算できるのかといった問題を発見する。本時では、 と問い、方法を想起できるよう

余りがある場合の筆算の仕方について考えたり、筆算の正誤を判断したり にする。さらに、確かめ方を問

することを通して、余りがある場合について理解を深める。 い、例として、検算や友達と確

⑤～⑧ ２桁÷１桁の筆算を速く正確にできるようにしよう かめるとよいことを想起できる

３桁÷１桁の筆算も同じようにできるのか考えよう ようにする。②時以降は、ワー

３桁÷１桁の筆算を速く正確にできるようにしよう クシートに検算や友達のサイン

商や引いた数に０がある場合の筆算の仕方を考えよう 欄を設け

４桁を超える数÷１桁の筆算も同じようにできるか考えよう ておくこ

⑤時には、前時に発見した問題を確かめ、これから４時間で解決してい とや、方

くことを確認する。発見した問題の中から、本時自分が取り組みたい課題 法の言葉

を設定する。前時の課題が解決できていない場合は次時に解決できるよう とその例

にする。友達と自由に交流しながら解決し、解決できたら、次の課題を設 を示した掲示物を用いて想起で

定して学びを進め、統合的・発展的に考えて、除法の筆算の理解を深めら きるようにする。検算をしてい

れるようにする。 ない子供には、個別に「これで

⑨ 目標を達成できたかを確かめよう 正確な考えと言えそうか」と問

これまでに学習してきたまとめとして、４時間で解決してきたことを振 いかけたり、友達が検算する様

り返って共有するとともに、除法の筆算の正誤を判断し、理由を説明する 子に注目を促したりすることで、

活動を通して、除法の筆算の仕方についての理解を深める。 方法を想起できるようにする。

一

二

【想起を促す掲示物】

三
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６ 本時の学習

既習事項を基に、除法の筆算の仕方を考える活動を通して、自分が課題に設定した除法の筆算

の仕方を理解し、正しく計算することができる。

１ 前時の学習 ２桁÷１桁の割り算の筆算を早くで たてる、かける、ひく、おろすを繰り

を振り返り、 きるようになったよ。 返すと割り算の筆算ができたよ。

学習課題を設 自分がまだできていないことを考えて、自分の目当てを決めよう。

定する。

２ 解決方法の たてる、かける、ひく、おろすを使 前の時間と同じように、百の位から計

見通しをもち、 ってできるか、やってみよう。 算していくといいかな。

学習の時間配 ７分間、スタート問題をしたら、友 20分間で練習して、残りの時間は４桁

分を考える。 達と問題を解き合いたいな。 ÷１桁にチャレンジしてみようかな。

３ 筆算の仕方 43÷５は、４は まず、４÷５は 834÷３も百の位 一緒に確かめよう

を考え、筆算 ５で割れないと 割れないと考え から一つずつ計算 よ。私も同じ方法

の問題を解き ころが困るね。 て、商に０をた するとできた。次 でできたよ。確か

合う。 どうしようかな。 てるといいかな。 の問題をしよう。 め算はやったの。

０をたててみる 確かめ算をして 確かめ算をしてみ ちゃんと確かめら

と、後はかける、 みても、５×８ るよ。278×３＝8 れているね。２桁

ひく、おろすで ＋３＝43で合っ 34になるから合っ のときとやり方は

できるね。 ていたよ。 ているね。 同じなんだね。

商に０がきて、 いいね。問題を もっといろいろな ４桁÷１桁もでき

余りがある場合 出し合って、や 数でやってみたい そうだよ。やって

もありそうだな。 ってみよう。 な。 みようよ。

４ 本時の学習 商に０が入って 商に０が入る場 きちんと確かめ算 ４桁÷１桁もやっ

を振り返る。 も、たてる、か 合の割り算の筆 をすると、答えが てみると、３桁÷

ける、ひく、お 算ができたから、 合っているかを正 １桁と同じで、大

ろすをすれば、 次は３桁に挑戦 しく確認できた きい位から一桁ず

筆算はできたよ。 したいな。 よ。 つ商をたてたよ。

○○さんが４÷ △△さんと問題 □□さんが確かめ ●●さんと考えを

５は割れないと を出し合ったか 算をすることを教 確かめながらでき

考えるといいこ ら割り算の筆算 えてくれたから忘 たから、次の問題

とを教えてくれ をする自信がつ れずにできたよ。 へどんどんチャレ

たからできたよ。 いたよ。 ありがとう。 ンジできたよ。

次の時間は○○したいな。自分の目当てを決めて、筆算に取り組んでいこう。

除数が１桁の除法の筆算についての自分の課題を設定し、既習の筆算の仕方を基に、筆算の仕

方を考え、考えたことが正しいかどうかを必要に応じて友達と関わりながら確かめ、正しく計算

している。また、その過程で友達と関わるよさを感じたり、友達の役に立った実感を得たりして

いる。 【方法：発言、様相、ワークシート】

主な子供の意識学習活動と手立て
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７ 本時の詳細

～見通し～ 学習活動１・２

前時にできたことから、自分がまだできていないことを考えて、本時の課題を設

定する。その際、④時に発見した問題を提示しておいたり、計画シートに書いてお

いたりすることで、課題を選択できるようにし、設定しやすくする。個人課題を設

定した後、どの課題を選んでいるかを共有し、選択した課題ごとに集まって活動で

きるようにすることで、同じ課題をもっている友達と話し合いやすくする。

次に、課題解決に向けて、解決方法の見通しをもち、どのように学習を進めるか

を計画する場を設定する。その際、取り組む活動と活動形態、時間、評価を書くこ

とができる計画シートやグループごとのタイマーを用意し、時間を意識して取り組めるようにする。

～行 動～ 学習活動３

前時の続きとして、友達と問題を出し合ったり、新たな課題のスタート問題として、教師の用意し

た例題を解いたりする。その際、自分の課題に応じて、友達と自由に交流しながら活動できる環境を

設定する。一人で取り組んでいる子供に対しては、計画シートにある計画を確認して、本人の計画を

尊重しながら、自分の考えを確かめる際や、悩んでいる様子が見ら

れる際には、友達との交流を促す。

筆算の仕方を考えていく際には、位ごとに色分けされた問題シー

ト、筆算の手順が示された筆算手順カードをこれまでに使ってきて

いる。これらを自由に使えるようにしておき、新しい問題でも同じ

ように考えていけるかを試せるようにする。筆算手順カードは問題

シートに重ねて、計算しない下の位を隠せるようにすることで、計

算する数を見やすくするための手立てとなる。筆算の仕方に困って

いる場合は、何÷何をしているのかや筆算の手順を一つずつ確認し

て、試せるようにする。九九に困っている子供には、九九表を使って解決できるようにする。筆算を

した後、検算をしたり、友達と確認し合ったりすることで、「自分の考えが正しいかを確かめる」とい

う方法を使って解決していく。問題シートには、検算をする欄や友達のサイン欄を設定しておくこと

で、自分の考えを確かめられるようにする。検算したり、友達と確認し合ったりして、自分の考えを

正しいか確かめている姿を見取り、「自分の考えを確かめることで、より正確な答えだと考えられるね」

「友達と一緒に確かめると、より正しく確かめられるね」などと即時的に価値付けることで、方法の

よさを感じられるようにする。スタート問題を解決した後は、計画シートに時間通り進められたかを

チェックし、次の問題を出し合う活動を行う。課題に準じて自分で数値を設定し、その問題を解いて

解答を作成した後、交換して問題を解き合う場を設定することで、友達と関わり合う必要感をもって、

友達との答えを確かめ合いながら、活動できるようにする。問題を作成することが難しい子供には、

問題例を見られるようにしておき、参考にできるようにする。

～振り返り・見通し～ 学習活動４

計画シートに時間配分について振り返る。また、単元を通して、ワークシートに「分かった・でき

たこと」「分かった・できた理由（学び方）」の二つの視点から選択して記述し、自分の学びを見つめ

られるようにする。本時は、様々な数での筆算を行ったことで筆算の仕方について分かったことを問

い、筆算の仕方について統合的に考えられるようにする。さらに、「ありがとうを伝えたい友達」につ

いて、付箋紙に書いて友達に渡せるようにすることで、友達との協働の様子を振り返ることができる

ようにするとともに、付箋をもらった子供は、友達の役に立った実感を得られるようにする。全体に

「自分の考えを確かめてよかったことはあったか」を問い、「間違い

に気付けた」などの経験を想起できるようにし、共有することで、「自

分の考えが正しいかを確かめる」という方法のよさを感じられるよ

うにする。

【計画シート】

【前単元で友達へ渡した付箋】

【問題シートと筆算手順カード】


